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警
衛

１１
一　

天
皇
陛
下
御
在
位
二
〇
年
慶
祝
行
事
等
に
伴
う

警
衛
・
警
護
警
備

　

天
皇
陛
下
御
在
位
二
〇
年
記
念
式
典
は
、
天
皇
陛

下
が
平
成
二
一
年
一
月
七
日
に
御
在
位
満
二
〇
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
即
位
の
礼
が
挙

行
さ
れ
た
一
一
月
一
二
日
に
、
内
閣
主
催
に
よ
り
、

都
内
の
国
立
劇
場
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
御

臨
席
の
下
、
約
一
、〇
〇
〇
人
（
主
催
者
発
表
）
が

参
列
し
て
挙
行
さ
れ
た
ほ
か
、天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、

一
一
月
一
六
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
の
間
、
大
阪
・
京

都
へ
行
幸
啓
（
地
方
事
情
御
視
察
、
京
都
御
所
に
お

け
る
茶
会
御
臨
席
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
当
日
は
、
皇
居
に
お
い
て
一
般

参
賀
（
記
帳
）
が
行
わ
れ
、
約
九
、一
〇
〇
人
（
主

催
者
発
表
）
が
訪
れ
た
ほ
か
、
午
後
に
は
、
皇
居
外

苑
地
区
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
の
御
在
位
二
〇
年
を

祝
う
超
党
派
の
「
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
奉
祝
国

会
議
員
連
盟
」
及
び
政
財
界
等
の
代
表
で
組
織
す

る
「
天
皇
陛
下
御
即
位
二
〇
年
奉
祝
委
員
会
」
が
主

催
す
る
「
天
皇
陛
下
御
即
位
二
〇
年
を
お
祝
い
す
る

国
民
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
、
約
三
万
人
（
主
催
者
発

表
）
が
祝
賀
パ
レ
ー
ド
を
参
観
し
、
祝
賀
式
典
に
は

約
三
万
人
（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
警
備
に
伴
い
、警
察
庁
で
は
、一
〇
月
六
日
、「
天

皇
陛
下
御
在
位
二
〇
年
慶
祝
行
事
等
警
備
対
策
委
員

会
」
を
設
置
し
、
総
力
を
挙
げ
て
警
備
諸
対
策
を
推

進
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
及
び
国
内
要
人
の

二　

警
衛

　

二
一
年
中
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
第
六
〇
回
全

国
植
樹
祭
御
臨
場
（
六
月
、
福
井
）、
第
六
四
回
国

民
体
育
大
会
御
臨
場
（
九
月
、
新
潟
）、
第
二
九
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
御
臨
席
（
一
〇
月
、
東

京
）
等
の
た
め
行
幸
啓
に
な
り
ま
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
は
、
第
六
四
回
国
民
体
育
大
会
冬

季
大
会
御
臨
場
（
一
月
、
青
森
）、
第
四
五
回
献
血

運
動
推
進
全
国
大
会
御
臨
席
（
七
月
、
長
崎
）、
平

成
二
一
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
御
臨
場

（
七
月
、
奈
良
）
等
の
た
め
行
啓
に
な
り
ま
し
た
。

　

海
外
へ
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
、
国
際
親
善
の

た
め
カ
ナ
ダ
国
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
七
月
）
を

そ
れ
ぞ
れ
御
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
皇
太
子
殿
下
が
、
国
際
親
善
の
た
め

ベ
ト
ナ
ム
国
（
二
月
）
を
御
訪
問
に
な
る
な
ど
、
皇

族
方
が
計
七
回
御
訪
問
又
は
御
旅
行
に
な
り
ま
し

た
。

　

警
察
で
は
、
皇
室
と
国
民
と
の
親
和
に
配
意
し
た

警
衛
警
備
を
実
施
し
、
御
身
辺
の
安
全
確
保
と
歓
送

迎
者
の
雑
踏
事
故
防
止
を
図
り
ま
し
た
。

天皇陛下御在位20年慶祝行事等に伴う警衛・警護警備（11
月、東京）

身
辺
の
安
全
確

保
、
関
係
諸
行

事
の
円
滑
な
進

行
の
確
保
、
雑

踏
事
故
防
止
及

び
交
通
の
安
全

と
円
滑
の
確
保

を
図
り
、
本
警

備
の
所
期
の
目

的
を
達
成
し
ま

し
た
。

厳
し
い
情
勢
の
中
で
の
警
衛
・
警
護
警
備
の
実
施
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警
護

２２
一　

外
国
要
人

　

二
一
年
一
一
月
一
三
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
、

オ
バ
マ
・
米
国
大
統
領
が
ア
ジ
ア
最
初
の
訪
問
国
と

し
て
来
日
し
、
一
三
日
に
は
総
理
大
臣
官
邸
で
日
米

首
脳
会
談
、
一
四
日
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で

政
策
ス
ピ
ー
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
そ
の
後
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
と
の
御
昼
餐さ

ん

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
警
視

庁
で
は
、
警
護
員
を
含
め
、
約
一
万
六
千
人
の
警
察

官
を
動
員
す
る
な
ど
、所
要
の
警
護
警
備
を
実
施
し
、

オ
バ
マ
大
統
領
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
一
一
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
プ
ー

チ
ン
・
ロ
シ
ア
首
相
が
、
六
月
二
八
日
に
李イ

・
ミ
ョ
ン
バ
ク

明
博
・

韓
国
大
統
領
が
そ
れ
ぞ
れ
来
日
し
た
ほ
か
、
五
月
に

は
北
海
道
占
冠
村
ト
マ
ム
に
お
い
て
第
五
回
太
平

洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
が
、
一
一
月
に
は
、
東
京
都
に
お

い
て
日
メ
コ
ン
首
脳
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

国
内
外
か
ら
多
数
の
要
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
関
係

警
察
で
は
、
所
要
の
警
戒
警
備
諸
対
策
を
推
進
し
て

外
国
要
人
の
身
辺
の
安
全
と
会
議
の
円
滑
な
進
行
を

確
保
し
ま
し
た
。

二　

国
内
要
人

　

第
四
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
二
一
年
八
月

一
八
日
公
示
、三
〇
日
投
開
票
の
日
程
で
施
行
さ
れ
、

与
野
党
の
熾し

烈
な
選
挙
戦
を
反
映
し
多
数
の
警
護
対

象
者
が
全
国
で
遊
説
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
選
挙
期

間
中
、
鳩
山
民
主
党
代
表
は
延
べ
三
四
都
道
府
県
に

お
い
て
、
麻
生
自
民
党
総
裁
（
当
時
）
は
延
べ
三
二

都
道
府
県
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
街
頭
演
説
を
行
い オバマ・米国大統領と鳩山首相の警護状況（時事）

ま
し
た
。

　

関
係
警
察
で
は
、
右
翼
に
よ
る
テ
ロ
等
違
法
事
案

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
厳
し
い
情
勢
の
下
、
雑
踏
警

備
対
策
に
も
配
意
し
た
的
確
な
警
護
警
備
諸
対
策
を

推
進
し
、
国
内
要
人
の
身
辺
の
安
全
を
確
保
し
ま
し

た
。

要人警護訓練状況（11月、神奈川）


